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　新年明けましておめでと
うございます。
　連合長崎地協構成組織の
組合員の皆様に於かれまし
ては、ご家族お揃いで幸多
き新春をお迎えのこととお
慶び申し上げます。
　旧年中は連合長崎地協の
諸活動に対しまして、多大
なるご支援・ご協力を賜り、
厚くお礼申し上げます。

　とりわけ昨年７月に施行された参議院議員選挙に
おきまして、皆様方には大変お世話になりました。選
挙区は残念な結果となりましたが、長崎市、長与町、時
津町では相手候補を上回り、また全国比例について
は、連合推薦候補者１２名中８名が当選を果たすこと
が出来ました。皆様方のお力添えに心から感謝申し上
げます。

　政治活動は、活動方針の大きな柱であります政策制
度要求の実現に向けた重要な取り組みであり、「働く
ことを軸とする安心社会」を目指す上で欠かせないも
のと考えます。
　そのような中、３月には諫早市選挙、そして４月に
は西海市選挙が施行されます。また、衆議院の解散も
取り沙汰されています。いずれも厳しい戦いが予想さ
れますが、我々の声を国政および市政に反映させるた
めにも絶対に負けられない戦いでありますので、引き
続き、皆様のご支援を心よりお願い申し上げます。
　最後に、私たちの願いは、すべての働く者の雇用と
生活の安定、更には平和で安心・安全な社会の実現で
す。今年も、2017春季生活闘争の勝利、政策制度要求の
実現、政治活動の取り組みなど、連合長崎地協の総力
を結集し、意義ある活動を行っていきたいと思います。
　この一年が、皆様にとって健やかで輝かしい一年と
なりますことを祈念申し上げ、新年のあいさつといた
します。

連合長崎地域協議会
議 長  酒 井  　隆
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労働者の代表として議会をリード労働者の代表として議会をリード

長崎市議会第54代議長に野口達也議員（市民クラブ）が就任

西海市議選挙「清水正明」氏の推薦決定西海市議選挙「清水正明」氏の推薦決定西海市議選挙「清水正明」氏の推薦決定

　連合長崎地域協議会に集う組合員の皆さん新年あけましておめでとうござい
ます。
　ご家族お揃いで良い新年を迎えられ事とお喜び申し上げます。
　旧年中は、長崎市議会（市民クラブ）の諸活動に対しまして格段なるご支援・
ご協力を賜り改めて感謝申し上げます。
　昨年は３度の住民投票条例の審議（新市庁舎を県庁跡地へ）（旧公会堂の解
体中止と再使用）など、議会・議員にとって苦渋の選択・英断しなければなりま
せんでした。

　一方、明るいニュースとして、11月25日の定例議会開会日に正副議長選挙が行われ、市民クラブの団長
（野口　達也議員）が第54代議長に就任しました。
　長崎市は「定住人口の減少対策」や「長崎駅周辺の街づくり」など重要課題が山積していますが、地協役
員との政策連絡会などを通じまして、充分に情報交換を行いながら連携を取っていく所存であります。
　結びに連合長崎地協の益々の発展と組合員皆さまのご健勝を祈念し、連帯の新年の挨拶と致します。

長崎市議会・市民クラブ
団 長　五輪　清隆

　平成28年度第５回長崎市議会定例会・本会議（2016.11.25）において、
毎熊議長から議長の辞職願が提出され、議長選挙が行われた結果、第54
代議長として友好会派「市民クラブ」より野口達也議員（連合長崎組織内
議員）が選出されました。（「市民クラブ」西田みのぶ議員は副議長を退任）
　なお、これに伴い「市民クラブ」会派団長として、五輪清隆議員が就任
いたしました。長崎市議会議長  野口　達也

　連合長崎は西海市議選挙（2017年４月16日告示・４月23日投票）の連合
長崎組織内候補者として2017年度第３回執行委員会（2016.12.15）におい
て、「清水正明」氏の推薦を決定、長崎地協としても2017年度第２回幹事会
（2016.12.20）において推薦を決定しました。
　みなさまのご支援をよろしくお願いいたします。
　◇候補者名　清水　正明（無所属・新人）
　◇組 織 名　自治労
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『2017年度政策制度』要求書を提出『2017年度政策制度』要求書を提出『2017年度政策制度』要求書を提出

要求内容（一部抜粋）
h住民が安心して暮らすことができる公共サービスの質の確保と、長崎市が行う契約のもとで働く労働

者の公正な労働条件確保のため、「公契約条例」の制定へ向けて取り組むこと。

h未来を担う若年者の県外流出防止対策として「働きがいのある良質な雇用の場」を創出するよう、さ

らなる就業支援の充実・強化として以下の施策（「若者雇用促進法を踏まえた職場情報の提供」など

6項目）を実施すること。

h長崎みなとメディカルセンター市民病院は、医療サービスの向上はもとより、安定した高度医療・周

産期医療を提供できる病院として安定経営を構築すること。

h平成28(2016)年夏の参議院議員選挙より選挙権年齢が18歳以上に引き下げられたことに伴い、若

年層を中心に全年代の投票率向上に向け、以下の施策（実効性のある啓発活動、投票所の利便性向

上、投票済証明書の発行）を行うこと。

　12月22日（木）、連合長崎地協は長崎市議会市民クラブと共に、長崎市役所において16分野37項目にわ
たる「2017年度政策制度」に関する要求書を田上富久長崎市長に手渡しました。冒頭、酒井議長から、昨年
の要求に対して本人通知制度を導入いただいたことに対するお礼を述べた上で、「長崎市も労働組合も思
いは同じであると思うが、働く者をはじめとした市民の安全・安心、生活の向上・安定が優先である。その
ような思いを込めた要求書であるので、そのことをご理解のうえ対応をお願いしたい。」と述べました。続
いて芳川事務局長より、要請書の概要・趣旨について説明しました。
　田上市長からは「経済の状況、社会の在り様が大きく変化している中で、長崎が持っている資源を活か
しつつ、暮しやすい街をつくっていくという方向性について共有していると思っている。長崎はまちづく
りの上で大事な時期を迎えている。安全安心の暮らしの仕組みをつくっていく意味で、福祉・教育の制度
や地域のコミュニティーのあり方について、市民のみなさんと一緒に考えながら新しい仕組みをつくっ
ていく必要がある。」と述べられました。
　その後、ライドシェアの問題、若者が働く場の創出、観光対策としての宿泊施設の充実など、個別の要求
について提言し、意見交換を行いました。要求書に対する長崎市からの回答は2月中旬～下旬の予定です。
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連合「愛のカンパ」地域助成団体募集連合「愛のカンパ」地域助成団体募集

「アジアアフリカ支援米」稲刈り・長崎県労働者スポーツ大会報告

「連合・愛のカンパ」とは
　「連合・愛のカンパ」は、人道主義の立場から「自由、平等、公正で平和な世界の実現」に向け、社会貢献活動とし
て取り組むものであり、NGO・NPO団体等の事業・プログラムへの支援、および自然災害等による被災者に対す
る救援・支援を目的としています。　

募集期間
　○2017年１月１日（日）～３月31日（金）　
お問い合わせ
　○詳細な内容、必要書類等は、連合長崎ホームページをご覧ください。

q 2017年度連合長崎地協年間大綱スケジュール q


